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札幌市図書・情報館 

1. はじめに 
   第 22 回ビジネス・ライブラリアン講習会を受講し、事業の企画を考えるにあたり、

頭に浮かんだのが札幌で唯一の酒蔵であった。日本酒の歴史は古く、『國酒の地域経済
学』1 には、2009 年 6 月に沖縄で開催された通常総会において、日本酒と焼酎が「國
酒」として機関決定した。 
日本酒造りは歴史と文化を後世に伝える伝統産業であると同時に、札幌の貴重な地場

産業でもある。この地に誕生した北海道最古の酒蔵を中心に、北海道で生産されている
日本酒を取り上げることで、日本酒の文化や歴史を幅広い人たちに紹介し、それを様々
なビジネスのきっかけとして札幌の飲食店の集客数の向上、観光人口の増加に結び付け
たい。 
 

2. 背景と現状 
   札幌市は北海道・石狩平野の南西部に位置する、人口 1,969,058人 2(令和 5 年 3 月 1

日現在)の政令指定都市である。産業構造 3としては全国に比べて 2 次産業の割合が低
く、卸売・小売業や宿泊・飲食サービス業などの割合が高くなっている。国内外からの
観光客も多く、全国有数の観光都市といえるだろう。2020 年からの新型コロナウィル
スの影響で観光や飲食店に深刻なダメージを受けたが、2023 年 5 月に感染症法上の 2
類から 5 類に変わったことにより、徐々に人出が戻ってくることが予想される。 

    
3. 課題 

日本酒は「國酒」に位置付けられ、日本独特の文化を持つ酒としての長い歴史がある
が、その消費量は若者のアルコール離れや健康志向の高まり、愛飲者の高齢化など様々
な理由により年々減少の一途をたどっている。(国税庁のホームページによると、北海
道の日本酒の消費量は平成 29 年度(2017)の 21.438ＫＬから令和 3 年度(2021)には
16.566ＫＬとなっている。)4 
その一方で国の登録無形文化財である「伝統的酒造り」を、令和 5年(2023)3月に文

化庁が 2 年連続でユネスコの無形文化遺産に提案することを決定 5したことや、日本食
への関心の高まり、為替の円安基調などから外国への輸出は上昇している。行政での取
り組みとして、国税庁による令和 4 年(2022)に実施された「日本産酒類の販路拡大・消
費喚起に向けたイベント推進事業（Enjoy SAKE! プロジェクト）」6 などがあり、近年
日本酒への関心が高まっている。 



これを好機ととらえ、コロナ後に需要が高まるであろう飲食業や観光業の支援とな
るよう働きかけることが必要だと思われる。それが札幌の文化・歴史を守り、なおかつ
観光業や酒類関連事業の促進につながると考えた。 

 
4. 札幌市・図書情報館について 

札幌市図書・情報館は平成 30年(2018)10月、劇場やアートセンターを併設した複合
施設の中に課題解決型図書館としてオープンした。商業施設やオフィスが立ち並ぶ札幌
の中心部に位置し、市民への様々な情報発信はもちろん訪れた観光客へ札幌や北海道の
魅力を伝える場所でもある。1 階には郷土資料や北海道関係の雑誌やカルチャー誌があ
り、開放的で入りやすい雰囲気の空間を演出している。2 階は「WORK(仕事に役立つ)」
「LIFE(暮らしをたすける)」「ART(芸術に触れる)」の 3 つのエリアに分かれ、従来の
日本十進分類法ではなく、各棚の担当司書がテーマごとに資料を配置している事も大き
な特徴である。 
いつでも最新の情報がすぐ手に入るよう、貸出を行っていないことが迅速な情報収集

を必要とするビジネス支援の大きな武器となる。また同フロア内にある 5～12 名で使え
るミーティングルームを完備しており、会議の途中ですぐ調査・相談が出来るのも図書
館の強みといえる。 
今回の事業案では「食」をテーマとした棚を活用し、専門的な資料を多く取り揃えて

いることを関係者に周知することで、ビジネスに生かしてもらうことを目指した。 
 

5. 事業内容 
5-1 セミナーと試飲会 

 札幌の中心部である中央区を循環する路面電車を貸し切り、その中で日本酒をテーマ
にしたセミナーを行う。貸切電車 7を使用することで、路面電車を個人・事業者がイベ
ントなどに利用できることをＰＲする。路面電車の経路には連携展示を行う札幌市中央
図書館も含まれており、貸出できる本を展示している場として紹介する。 

 
① 札幌唯一の日本酒蔵元の杜氏を講師に招き、日本酒の歴史や文化・楽しみ方等につ

いての知識を深める講演会と試飲会を行う。このセミナーでは日本酒に興味を持つ
人を対象に行う。 

② 北海道産酒をメインに扱うバーの店主を講師に招き、北海道産酒の魅力と飲食店経
営についてのセミナーを行う。主に飲食業に興味がある人達を対象とする。 

③ 「酒粕」を使用したコスメを販売している道内企業を講師に招き、セミナーを行う。
酒粕は日本酒を製造する際に発生する副産物であり、発酵食品として食品や化粧品
などの分野で注目されていることから、新規事業のヒントになる講演をしていただ



く。また、酒粕の二次利用はエシカル経営に繋がる取り組みであることから、地球
環境や社会に配慮した経営を目指す事業者も対象にしたセミナーとする。このセミ
ナーに合わせて環境経営についての図書資料を会場で展示する。 

④ 5-2 資料展示 
・図書・情報館での展示 
① 1 階展示スペース  

日本酒や料理、北海道酒に関連する本や雑誌の展示。図書・情報館では市内に
飲食店が多数あることから専門書や専門誌を多数所蔵している。図書資料と
共に、国税庁に協力を依頼し「北海道酒蔵マップ」を一緒に展示する。合わせ
て、市内の日本酒を製造する企業の資料館に酒造りに関する歴史的な資料の
貸出やパンフレットの提供を依頼する。 

〈展示資料例〉 
『全国の日本酒大図鑑 東日本編』友田 晶子/監修 マイナビ出版社 2016 
『最先端の日本酒ペアリング』千葉 麻理絵/著 旭屋出版 2019 
 

② 1 階展示スペース  
起業や経営などの本の展示。ここでは図書資料と共に、図書館の連携機関であ
る起業・経営・法律などの専門機関のパンフレットやデータベースの資料も一
緒に配布する。定期的に開催している無料相談窓口と、ビジネスに役立つデー
タベースを知ってもらうことが目的である。 

〈展示資料例〉 
『あたらしい飲食店経営 35の繁盛法則』三ツ井 創太郎/著 同文舘出版 2022 
『これからの飲食店DXの教科書』長屋 大輔/著 同文舘出版 2022 
『飲食店経営』アール・アイ・シー  
③ 2 階展示スペース 

日本酒のラベルとデザイン関連本の展示。北海道の酒蔵に日本酒のラベルの
提供協力を依頼し、デザイン関連の図書資料と共に展示する。デザインに興味
がある人達を対象として、パッケージやちらし、ホームページなど商品を宣伝
する上で必要な情報を提供できる資料を展示する。 

〈展示資料例〉 
 『親切な商品案内のデザイン』パイインターナショナル/編著 パイインターナ
ショナル 2018 
『ロゴデザインの教科書』植田 阿希/著 SBクリエイティブ 2020 

 
これらの展示とブックリストを作成・配布することによって、各テーマの棚に誘導



することも目的のひとつである。 
・各図書館での展示。 
札幌市内にはセンター館である札幌市中央図書館を中心に各区ごとに地区図書
館がある(合計 10 館)。当館の資料は貸出を行わないため、貸出用資料のある館
に展示協力を依頼する。北海道の酒蔵や日本酒にまつわる本、日本酒をテーマに
した小説などを展示して興味を引き、そこにセミナーのチラシを置くことで宣
伝効果を狙う。 

〈展示資料例〉 
『居酒屋ぼったくりシリーズ』秋川 滝美/著 アルファポリス  
『食堂のおばちゃんシリーズ』山口 恵似子/著 角川春樹事務所  

5-3 飲食店との共同メニュー開発 
図書・情報館近隣にある商店街「狸小路商店街」、飲食店が立ち並ぶ繁華街「すす

きの」地区にある飲食店と司書、北海道よろず支援拠点 8 の食を専門とするメンバ
ーが、日本酒に合う料理や日本酒を使用したメニュー、商品などの開発を行う。当
館の資料を用い、ミーティングルームでの会議やオンライン会議ができる体制を整
える。この企画により、新たに図書館と地元企業との密接な関係性を築くことが出
来ると考えた。 

 
6. 目的と効果 
   日本の伝統産業である日本酒を、展示やセミナーを通して理解を深めてもらう事で

地域の活性化を促し、酒米生産者、飲食店、販売店、製造業、酒器関連の業者など様々
な分野のビジネスの発展を目指す。また、今回の事業を通し、図書館が生産者、経営の
専門家、事業者の交流できる場を作ることで、新たな事業の可能性を引き出すきっかけ
とする。 

    
7. おわりに 
   市内の地区図書館からビジネス支援を中心とした札幌市図書・情報館に異動になり、

ビジネスについて学びながら仕事と向き合う毎日の中、1年目にして第 22回ビジネス・
ライブラリアン講習会に参加できたことを幸運に思う。研修が始まってからの数か月
は、自分の意識が大きく変化していくのをはっきりと感じる時間でもあった。働くこと
は未来を作ることであり、自分たち司書がその未来を支えていくのだという意識が芽
生えたのだと思う。 

   常世田講師の講義の中で、与えられた課題を指示された通りにやっていればよかっ
た時代から、自分で判断する時代に社会が移行しているとお話があったが、本来ならも
っと早くに自分自身と図書館は変わらなくてはいけなかったと考えさせられた。 



  その後悔を忘れず、この流れを迅速に進めていくことを使命としたい。 
   最後に、得難い経験をさせていただいた講習会関係者の皆様と、講習期間中ずっとサ

ポートをしてくれた職場の皆様に感謝申し上げます。 
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